


Harianaceh （2009.11.09 配信）

写真下：

１１月８日（日）PLTDアプンプンエブランチュツバンダアチェで、

日本のMerry Projectが100人のアチェの子どもたちの

笑顔の写真を傘で展示しました。

記事：

PLTDアプン、プンエブランチュツ、バンダアチェで、

日本のMERRY PROJECTとPMIバンダアチェが100人の子どもの

笑顔の写真を傘で展示しました。

このセレモニーは津波から５年後の子どもたちの笑顔のために行われたそうです。

Merry projectのディレクター、

水谷孝次さんの話から、

このイベントを見ると津波から５年後のアチェ復興の元気とMerry を見れます。

「このイベントから笑顔でmerryなアチェを世界へ発信したい」と言いました。

4ヶ月前からMerry Projectがアチェとバンダアチェで

850人の笑っている子どもを撮影したそうです。

「８５０人の中から１００枚を選んで傘にプリントして、

今日のように展示します。」

そして、アチェの写真はすべて政府へ寄贈されるそうです。

このイベントはなぜ５年目の記念日にされなかったのかと

水谷孝次さんに質問すると、日本人は早い時期から行なうことがあるからです。「これも津波の５周年記念日の一部です。」との

こと。

MERRY PROJECTはこれまでに２５カ国で３万人ぐらいの笑顔の写真を

撮影したそうです。

「インドネシア（バンダアチェ）は２５カ国目に撮影した国です。」

アチェのPMIスタッフ、イデゥルスハヤトから、

このイベントは子どもたちの笑顔を通じてアチェの復興支援に対する

世界への感謝の気持ちです。

「津波から5 周年の日に向かって、この傘を津波ミュージアムに展示します。」
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